
学　年
1 2 3 4 5 6 7 8 9

運
営
状
況

学年段階の区切り

授業方法

運営方式

授業時間

校長

副校長・教頭

部活動

PTA

施
設
利
用
状
況

ゾーニング

校長室

職員室

保健室

特別支援学級

音楽室

家庭科室

図書室

ランチルーム

昇降口

体育館

グラウンド

プール

給食室
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校舎外観

　奈留小中学校は、人口約2 , 6 0 0人の 
奈留島唯一の小中学校である。平成10年、
文部科学省委嘱中高一貫教育推進校とな
り、平成20年度から小中高一貫教育を本
格実施している。教職員及び生徒の移動を
考慮し、県立奈留高等学校校舎と渡り廊下
で接続している。
　平成22年に奈留中学校の老朽校舎の改
築を契機に、奈留小学校が中学校敷地へ
移転し、施設一体型校舎を整備した。

背景

学校概要

　「自ら学び　自ら生き方を切り拓き　夢を
実現する児童生徒の育成」を学校教育目標
とし、小中高一貫教育で「学力の向上」「社会 
力の育成」を図っている。
　特に英語力の向上に力を入れており、小学
1年生から英語活動を行っている。全学年
の活動・授業に高校のALTが参加し、5～6 
年生には中学校の英語教員が乗り入れ 
授業を行っている。
　英語以外でも、中学校の理科、保健体育
に高校教員が、小学校の音楽に中学校教員 
が乗り入れ授業を行っている。

教育上の特色

　小学校長が、中学校長を兼務している。 
乗り入れ授業を行う教諭、養護教諭等、一部
の教諭が兼務発令されている。
　生徒指導等の校務分掌は小中教職員が共
同実施している。小中高の教職員同士で、月
一回情報共有のために会議を開催している。

学校運営（マネジメント体制）

前期

1階

小学校長が中学校長を兼任

PTA組織を一本化

小学校教頭1人

45分 

中学校教頭1人

部活動

  50分

2階

1階

特別教室型

1階

1階

１階（可動間仕切）

1階

1階（給食センター方式）

なし（町のプールを利用）

グラウンド

2階

1階

1階

中期 後期

学級担任制 教科担任制

長崎県
五
ご と う し

島市

長崎県五島市奈留町

１階（アリーナ） 1階（柔道場）

長崎県　五島市立奈留小学校・奈留中学校

学校規模
［小］ 普　　通：4学級（45人） 

特別支援：1学級（1人）
［中］ 普　　通：3学級（40人）

学年段階の 
区切り 4－3－2

開校年 平成20年（2008年）
構造 鉄筋コンクリート造
階数 地上2階

校地面積 40,695㎡
延床面積 5,120㎡

 なし

なし

なし

9.奈留小中学校
新築



体育館体育館

校舎校舎
駐車場駐車場

グラウンドグラウンド

高校体育館高校体育館

高校校舎高校校舎

正門
通用門

渡り廊下

音楽教室

準備室

準備室

資料室

進路資料

倉庫

美術教室コンピュータ
教室

体育館へ

会議・PTA

9年

8年

7年

6年

5年

WC

WC

屋外デッキ 吹抜

高校へ

オープン
スペース

オープン
スペース

オープン
スペース

4年

3年

1年

2年

WC

WC 理科教室エントランス
ホール

理科教室

家庭教室

家庭教室

技術教室

準備室

準備室

準
備
室

倉
庫

倉
庫

倉
庫

厚
生
室

給
食

準
備

教
育
相
談
室

WC

W
C

洗面
脱衣

特別
支援教室

生
徒
会
室

倉
庫

職員室

事務室印刷

校長室

校務員室

放送室

保健室

図書室
中庭

屋外ステージ

ふれあいホール

屋外
デッキ

屋外
デッキポーチ

屋外
デッキ

教職員
更衣室

生
徒
更
衣

昇降口
（小中合同）
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【2階】【1階】

平面図

配置図

奈留小中学校

N

N

S＝1/800

S＝1/5000

【凡例】

前期

後期

特別教室

中期

校地計画 従来からの中学校敷地

面積

グラウンド
19,721m2

小 1,541m2 中 18,180m2

校舎
3,538m2

小 863m2 中 2,675m2

体育 館 1,582m2

●  中庭・吹抜を囲む回廊型の一体感のある校舎、広いエントランスホールに続く中庭
の屋外ステージ、全面引き戸の間仕切りでつながる教室と広めの廊下、屋外デッキ
等、開放的で余裕を持たせた空間づくりをしている。校庭に面した校舎西側に普
通教室、中庭を挟んで東側に特別教室をまとめて配置している。

●  図書室、家庭教室、音楽教室等の特別教室を小中で共同利用している。中学生用 
図書の一部を教室に隣接するオープンスペースに配置するなど、生徒の利用を促す 
工夫をしている。

●  小中一体の職員室は、エントランスホール、グラウンドのどちらにも目が届く校舎
西側の1階に配置している。

施設上の特色

【凡例】
昇降口

児童生徒が使用する門

児童生徒が
使用する出入口

異学年交流
ゾーン

地域交流
ゾーン

1.異学年交流スペースの充実
2. 小中一貫教育の取組の高度化に
資する共同利用

3. 学年段階の区切りに対応した空
間構成、施設機能

4. 小中一貫した教育課程に対応し
た施設環境

計画・設計のポイント



小中で共同利用している音楽室
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奈留小中学校

　特別教室に関しては、小中各々の必要室を整理し、共同利用
や他室との兼用の可能性を検討し、最小限となるように整備して
いる。音楽教室や家庭教室を小中で共同利用しており、図工室
と美術教室を兼用している。

2．小中一貫教育の取組の高度化に資する共同利用
特別教室

　多目的スペースである「ふれあいホール」は、図書ボラン
ティアの読み聞かせや小学生の造形遊び、夏休みの作品展や
書き初め展等、児童生徒の作品掲示にも活用している。また、
ソファーやその周辺は児童生徒たちの交流や憩いの場となっ
ている。

　図書室はふれあいホールにつながる仕切りのない空間で、
図書が高学年のオープンスペースまでつながっており、校内
に一体感と異学年間の交流を生み出している。

　エントランスホールから続く屋外ステージでは、小中合同で
行われる音楽祭の練習などを行い、児童生徒の表現力の育成
に活用している。

　ふれあいホール上部は仕切りのないコンピュータ教室で、
学年の垣根を越えた自由な学習に活用している。

1．異学年交流スペースの充実
ふれあいホール

図書室

中庭の屋外ステージ

コンピュータ室



小中学校の校舎と高校の校舎をつなぐ渡り廊下 小中高合同で行われる運動会
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奈留小中学校

　普通教室に隣接したオープンスペースでは、前期（小学1～ 
4年）や中期（小学5～6年と中学1年）の集会を頻繁に行って
いる。また、中学生の普通教室に隣接したオープンスペースに
は図書室の一部の図書を分散配置し、生徒の日常的な読書 
活動を促している。

長
な が お
尾 能

よしひろ
博奈留小中学校 校長

　平成20年より小中高一貫教育を本格実施しており、隣接する県立奈留高校とともに小中高一貫教育の在り方に関する実践研
究を推進している。
　小中高での合同行事として、毎年４月は歓迎遠足、9月は体育大会、10月はかるた・百人一首大会を実施している。また、 
英語・数学・音楽等の相互乗り入れ授業の実施のほか、「奈留・実践」という地域における体験活動などへの参加を通して、問題
解決能力や社会性の向上を目指す合同の取組等、様々な交流・連携を図っている。

　校舎2階部分にある屋外のオープンスペースは屋根付きの
ウッドデッキを設けており、観察・実験など理科の授業活動に
活用している。

3．学年段階の区切りに対応した空間構成、施設機能

4．小中一貫した教育課程に対応した施設環境

普通教室と隣接するオープンスペース

小中高一貫教育の推進

6 年

5年
（54㎡）

9,000mm

オープン
スペース

6,
00
0m
m

オープン
スペース

4年

3年

1年

C脱衣

2年
（36㎡）

6,000mm

6,
00
0m
m

1～4年 5～9年

屋外オープンスペース（屋外デッキ）

　日本の西の果て五島列島の中央部に位置する奈留島は、漁業で栄えた潤いの島でした。また、一島一町である奈留町は古く 
から「教育の町」としても有名です。現在も学校教育に対する信頼と期待は大きく、学校と地域が一体となって子供たちを 
育てようとする教育風土が根付いています。島の中心に位置する小高い丘の上に建てられた校舎は島自慢のシンボルであり、 
また、遠くふるさとを思う卒業生へ希望と勇気の光を届ける灯台のようでもあります。この校舎で学んだ子供たちは迷わず
いつでもふるさとへ戻ることができるでしょう。

校長の視点から
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西学舎（ファーストステージ）：元一橋小敷地に建設された
新校舎

東学舎（セカンドステージ）：元月輪中を増築・改修

小中合同の教科会

小学校クラブ活動（6年生と下級生）

みんなのお気に入り「中庭」

　平成22年に、京都市東山区南部地
域にある3小学校（一橋・月輪・今熊
野）と月輪中学校を合わせた小中一
貫校の新設を求める要望書が地元か
ら教育委員会へ提出されたことを踏
まえ、元一橋小学校敷地に校舎を新
築し、元月輪中学校校舎も活用した 
小中一貫校を平成26年度に開校した。

背景

　義務教育の前期5年間を｢西学舎｣で学び、後期4年間を｢東学舎｣ 
で学ぶ、5-4制の小中一貫教育を実施している。子供たちが 
確かな学力を身につけることができるよう、義務教育9年間を 
通した学びのスタイルやルールである「東山泉・学びのスタン
ダード」を定め、「シラバス～学びのみちしるべ」を各家庭に 
配布し、学校と家庭が学習内容を共有しながら取組を進めている。
　1年生から中学校英語科教員による「英語活動」を開始し、 
5年生から一部教科担任制を導入、6年生からは国語、社会、 
算数以外の教科を中学校教員が担当することで、小中のスムーズ 
な接続を図っている。また、定期考査も6年から実施している。
　3年生からの総合的な学習の時間（「夢創」）では、キャリア教育 
の視点から、それぞれの単元で、9年生まで関連付けたテーマを
設定し取り組んでいる。

学　年
1 2 3 4 5 6 7 8 9

運
営
状
況

学年段階の区切り

授業方法

運営方式

授業時間

校長

副校長・教頭

部活動

PTA

ファーストステージ

45分

なし

校長1人

副校長1人・教頭1人 教頭1人

部活動

50分

PTA組織を一本化

セカンドステージ

特別教室型

学校運営（マネジメント体制）
　学校長は1名で、西学舎に副校長と教頭の2名、東学舎に教頭1名を配置。
　全教職員が兼務発令されている。校務分掌は小中教職員がそれぞれ担当し、月に1回程度の合
同会議で情報共有を図っている。学校事務は共同実施している。

西学舎
（ファーストステージ： 

1～5年）

東学舎
（セカンドステージ： 

6～9年）

学校規模
普通：13学級（396人）
特別支援：2学級（7人）

普通：10学級（289人）
特別支援：1学級（3人）

学年段階の 
区切り 5ー4

開校年 平成26年（2014年）

構造 鉄筋コンクリート造
一部鉄骨造 鉄筋コンクリート造

階数 地下1階、地上3階 地上3階
校地面積 13,168m2 20,131m2

延床面積 8,362m2 6,701m2

学校概要

教育上の特色

京都府　京都市立東山泉小学校・東山泉中学校

京都府京都市東山区

京都府

京
き ょ う と し

都市

10.東山泉小中学校
増築・改修新築

学級担任制

児童生徒総会

6年生定期考査



新熊野
神社

師
団
街
道

師
団
街
道

鴨
川

東海道本線

奈良線

洞雲寺

京都市立
日吉ヶ丘高 善能寺

西国15番
観音寺

後堀河天皇
観音寺陵

大谷中高

西学舎

東学舎

三聖病院

118

143

143

東福寺駅

泉涌寺道

泉
涌
寺
道

東海道新幹線

東海道新幹線

東海道本線
智積院住宅蓮華王院

三十三間堂

約 750m
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自習スペース（東学舎） 学習室（西学舎）

東山泉小中学校

整備内容

　両学舎に、児童生徒が待ち時間などを利用して自発的な 
学習に取り組めるように複数の自習スペースがある。東学舎の
玄関奥のホールにはオープンな自習スペースが設けられており、 
異学年との交流もみられる。3階の自習室には個別ブースを 
設け、児童生徒が自分の学習スタイルに合わせて活用して 
いる。また、西学舎の学習室は、東学舎から6年生が移動して
きた際の居場所にもなっている。

　図書館を増床・改修して、
言語活動・コミュニケーション 
能力育成の拠点となる「メディア 
ラボ」を整備（東学舎）。

　調理スペースと多目的利用
が可能な被服スペースを合わ
せて、食育の拠点でありランチ
ミーティングにも利用できる 
「くらしラボ」を新設（東学舎）。

　小中一貫となったことで、
東学舎は小学6年生も使用す
ることとなったため、校内の
階段・段差の改善や手洗い場
の増設を行っている。

　校舎1階の地域交流室は外
部から直接入室が可能であり、
また隣接するランチルームとの
間は可動間仕切りで一体活用
が可能（西学舎）。

　施設分離型として、6年生から通う東学舎は既存の中学校校舎を活用しつつ、探究、活用型授業に対応できるメディアセ
ンター機能を持つ教室や、教育目標に謳う向学精神を反映した学びのスペース等を整備、5年生までが学ぶ西学舎は地域、
PTA、学校等の代表による新校舎ワークショップの意見を生かし「和（わ・なごみ）」のコンセプトのもと、格子を基調とした外
観、木材を多用した内装に“なごみ”のスペースとして中庭があります。
　学んだことを“知る”だけでなく“できる”学力を備えた子供を育むための教育環境が整いました。子供たちもこの素晴らしい環境を 
大切にして日々様々な学びに取り組んでいます。教職員一同、意欲をもって学び、自らの将来を拓く子供の育みに励んでまいります。

校長の視点から 村
むらおか
岡　徹

とおる

東山泉小中学校 校長

校舎の位置関係

施設上の特色 ●  西学舎のみでは全校児童生徒約700人に余裕のある活動スペースを確保する
ことは景観上の規制もあり困難であった。また東学舎は平成14年度に全面改
築を実施しており、既存校舎の活用が求められていた。このため離れた二校舎
を活用した整備を行っている。

●  東学舎では図書館や家庭科室等の学習環境を高機能化し、交流授業やイベント 
に活用できるように計画している。6年生を1階に配置し、6年生受け入れのため 
に階段勾配や手洗い場を改修している。

●  西学舎では地域住民を交えたワークショップの結果として中庭を中心とした
開放的な校舎配置を計画に反映している。地域交流ゾーンを1階にまとめて
配置している。

2.既存学校施設の有効活用 3.地域と共にある学校施設の整備

 1.教育委活動の一貫性確保への対応（小中一貫した教育課程に対応した施設環境など）

ランチルーム

メディアラボ

自学自習のスペース

くらしラボ

1. 教育委活動の一貫性確保への対応
2.既存学校施設の有効活用
3.地域と共にある学校施設の整備

計画・設計のポイント
西学舎 東学舎

校舎新築
・ 新築時に中庭、ランチルーム、地域
交流室、和室など児童生徒間及び
地域との交流スペースを整備

校舎増築・改修
・ メディアラボ（図書室など）、くらしラボ
（家庭科室など）等、221m2を増築
・階段段差の改善
・手洗い場の増設
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小中合同リーダー研修会

共同事務室入口（第一中学校）

体育の乗り入れ授業の様子（南小学校）

広島県　府中市立国府小学校・栗生小学校・旭小学校・南小学校・第一中学校

　府中市では、平成15年度に市内全域で小
中一貫教育を導入することを決定。試行的な 
期間を経て、全国に先駆けて平成20年度から 
市内全小・中学校において小中一貫教育を本格 
実施した。府南学園は府中市の南に位置し、 
第一中学校と、国府・栗生・旭・南小学校の 
5校により学園を形成している。

背景

　府中市における小中一貫教育は統一して6-3制を採用し、
小学校と中学校が協力して、教科学習、生徒指導、学校行事
等について9年間での達成目標を立てて取り組んでいる。
　小中学校教員が相互に乗り入れ授業を行ったり、合同
の研修会の定期的な開催や、全小学6年生が中学校の授
業に参加するオープンスクールを実施する等、一貫教育
の充実を図っている。
　各校の児童・生徒の代表者が参加する小中合同リー
ダー研修会を年1回開催している。

教育上の特色

　府南学園としては、第一中学校長を学園長と位置付け、小学校の校長とで行う学
園経営会議において、学園運営を行っている。
　また、乗り入れ授業を行う教諭に対しては兼務発令がされている。中学校に配置
されているスクールカウンセラーが学園内の小学校と連携をとり、児童や保護者と
カウンセリングを行うなどの支援を行っている。毎月1回、各校の生徒指導主事が 
集まり、生徒指導上の課題と改善策について協議することで連携を図っている。 
また、学校事務は週1回第一中学校に集まり共同実施している。

学校運営（マネジメント体制）

学　年
1 2 3 4 5 6 7 8 9

運
営
状
況

学年段階の区切り

授業方法

運営方式

授業時間

校長

副校長・教頭

部活動

PTA

学校規模

［国府小］ 普　　通：12学級（322人） 
特別支援：  3学級（7人）

［栗生小］ 普　　通：  6学級（138人） 
特別支援：  2学級（4人）

［旭　小］ 普　　通：12学級（266人） 
特別支援：  2学級（8人）

［南　小］ 普　　通：  6学級（155人） 
特別支援：  3学級（5人）

［第一中］ 普　　通：12学級（421人） 
特別支援：  3学級（11人）

学年段階の
区切り 6ー3

開校年 平成20年（2008年）

学校概要

小学校

45分

各小学校長1人

各小学校教頭1人

中学校長1人

中学校教頭1人

部活動

50分

特別教室型 教科教室型

小学校PTA

なし

中学校PTA

中学校

学級担任制 教科担任制

広島県
府
ふ ち ゅ う し

中市

広島県府中市

改修

11.府南学園
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南小学校

栗生小学校

高木駅

福塩線

福塩線

旭小学校
国府小学校

たま
保育園

府中市保健福祉
総合センター府中高木

郵便局

府中高木南
郵便局

国府保育所

府中市
歴史民俗
資料館

粟生
保育所

第
一
中
学
校

約 2,100m

約 1,200m

約 800m

広
島
県
立

府
中
東
高

398
398

486

486

48

48

校舎の位置関係
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府南学園

小
こ で ら
寺　和

かずひろ
宏府南学園長（第一中学校 校長）

●  立地環境に即した小・中学校の円滑な接続、小学校同士の連携等を実施して
おり、小中合同での研修などが盛んに行われている。各校で交流活動のため
に多目的教室などを活用している。

●  第一中学校においては、平成18年の大規模改修に併せて教科教室型に移行 
する改修を実施している。

●  第一中学校には、府南学園の全教員が一堂に会することのできる多目的 
スペースを校舎中央1階部分に整備している。また、学園内の学校事務を共同
で実施するための事務室を整備している。

教科教室

掲示コーナー あいさつ運動

ホームベース

施設上の特色

　府南学園は、中学校1校と小学校4校からなる施設分離型小中一貫教育を推進しています。
　9月の児童会・生徒会のリーダー研修会をはじめ、10月の一中オープンスクール、また、府南学園合同研修会（教職員）では、
本校の集いのシンボル的スペースであるコミュニティスクエア（3教室分の広さを持つ多目的スペース）を活用しています。
　コミュニティスクエアは、校舎1階のほぼ中央部にあり、窓が大きく明るい上、移動しやすい位置にあります。

校長の視点から

　授業改善のための研修会な
どを小中合同で行う際に利用
する研修室（第一中学校）。

　第一中学校には教室3室分の多目的スペース（コミュニティ 
スクエア）が整備され、学園すべての教員が集まり合同会議
を行うことができる。

　毎週木曜日に学園内の学校 
事務職員が集う共同事務室
（第一中学校）。

 2.学校運営の一貫性確保への対応
多目的スペース（コミュニティスクエア） 研修室 事務室

 1.教育委活動の一貫性確保への対応（学年段階の区切りに対応した施設機能など）

　府中市における小中一貫教育は6-3制を採用して 
おり、中学校は、生徒自らが主体的に学ぶことを重視し、 
校舎内の各教科教室へ移動して学ぶ教科教室型としている。
　第一中学校では、各フロアで同じ教科教室が並ぶよう
ゾーニング上の工夫を行っている。

教科教室

　各小学校では、小中合同で行う「あいさつ運動」
など地域活動の様子や学園で統一した取組等を廊
下に掲示して小中一貫教育についての理解や意識
を高めるような工夫を行っている。

小中合同の取組を紹介する掲示コーナー

整備内容
第一中学校 国府・栗生・旭・南小学校

・大規模改修（平成18年）
・教科教室型に移行する改修
・ 学園全体で利用する多目的スペース 
や研修室等を整備

・ 各小学校の多目的室を小中一貫
教育のためのスペースとして利用

1. 教育委活動の一貫性確保への対応
2.学校運営の一貫性確保への対応

計画・設計のポイント
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第2章 先行事例における計画・設計の事例間比較
　本章では、小中一貫教育の取組の多様性に配慮し、各学校の特色ある教育課程などに応じた計画・
設計を行うことができるよう、先行事例における計画・設計プロセスや、計画・設計の前提となる教育
課程・運営状況の実態について解説する。

【1】設置のきっかけ、検討体制等
　ここでは、施設部会アンケート調査の結果を基に、小中一貫教育に取り組む学校を設置したきっかけ、
学校施設の整備方針などの検討体制等について比較（表1）し、その傾向について整理する。

　小中一貫教育を円滑かつ効果的に導入するためには、早い段階から行政だけでなく、小中一貫教育
の当事者となる学校、家庭、地域等の関係者と、学校施設の計画・設計の検討を進めていくプロセスを 
構築することが重要である。その上で、関係者と課題認識や小中一貫教育に取り組む狙いを共有しつつ、
関係者と対話を重ねて学校施設づくりの明確な目標を設定することが重要である。

1 計画・設計プロセス

　小中一貫教育に取り組む学校を設置したきっかけについては、表1のとおり「教育長、校長等の教育方針」、不登校の増加や学
力・学習意欲の低下など「中1ギャップの顕在化」、「少子化や市町村合併等を契機とした教育環境の整備」等、様々な選択肢を
複数回答している。小中一貫教育に取り組む学校においては、それぞれの地域の実情に即した多様な取組が展開されていると 
考えられる。

小中一貫教育に取り組む背景

　先行事例のうち8校において、小中一貫教育に取り組む学校施設の整備方針などについて、学校施設整備委員会などの検討体
制を構築して検討を行っている。検討メンバーは事例によって様々であるが、先行事例では、施設部会アンケート調査による全国
的な傾向※と比べて、地域住民（64％）や外部有識者（教育：45％、建築：27％）が参画した割合が大きい。
　※地域代表者：49％、外部有識者（教育関係）：19％、外部有識者（建築関係）：6％

（地域住民の参画）
　先行事例のうち7校において地域代表者が検討に参画している。これらの学校では、地域と課題認識や小中一貫教育に取り 
組む狙いを共有し、対話を重ねながら学校施設づくりの明確な目標を設定している。

（外部有識者の参画）
　先行事例のうち6校において教育又は建築関係の外部有識者が検討に参画している。これらの学校では、有識者の協力を得
て、委員会やワークショップ等において、小中一貫教育の意義について共通理解を深めていくと共に、新しく学校施設づくりを 
進めていく際に生じる不安や課題を解消し、学校施設の共通イメージをまとめている。

検討体制の構築、理解・合意の形成
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表1　計画・設計プロセスの比較

施設一体型 施設分離型
湖
南
小
中
学
校

春
日
学
園

荏
原
平
塚
学
園

は
る
ひ
野
小
中
学
校

飛
島
学
園

京
都
大
原
学
院

京
都
小
中
学
校

京
都
教
育
大
学
附
属

府
中
学
園

奈
留
小
中
学
校

東
山
泉
小
中
学
校

府
南
学
園

設
置
の
き
っ
か
け

教育長、校長等の
教育方針 ● ● ● ● ●

設置者の長（市町村長）
の方針 ● ● ● ● ● ● ●

中1ギャップの
顕在化 ● ● ● ● ● ● ●

地域住民等
からの要請 ● ● ● ● ●

少子化、市町村合併
等を契機とした整備 ● ● ● ● ●

その他 ● ● ●

学校施設整備委員会等
の設置の有無 ● ● ● ● ● ● ● ●

検
討
メ
ン
バ
ー

教育長 ● ● ● ● ● ●

市町村長 ● ● ● ● ●

学校教育担当者
（設置者） ● ● ● ● ● ● ●

施設担当者
（設置者） ● ● ● ● ● ● ● ● ●

学校教職員 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

地域代表者 ● ● ● ● ● ● ●

保護者 ● ● ● ●

外部有識者
（教育関係） ● ● ● ● ●

外部有識者
（建築関係） ● ● ●

その他 ●

校地計画
従来からの 
中学校の敷地
＋新しい敷地

新しい敷地 従来からの
中学校の敷地 新しい敷地 新しい敷地 従来からの小・

中隣接の敷地
従来からの小・
中隣接の敷地

従来からの 
中学校の敷地
＋新しい敷地

従来からの 
中学校の敷地

従来からの小・ 
中学校の敷地

従来からの小・ 
中学校の敷地

整
備
手
法

新築 ● ● ● ● ● ● ●
（西学舎）

増築・改修 ● ● ● ●
（東学舎）

改修 ●
（第一中学校）
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　小中一貫教育に取り組む学校施設の計画・設計については、構想段階から十分な期間を確保して、 
設置者や学校において実施しようとする教育課程を反映したものとなるとともに、地域と連携した学校
運営が行われるよう、総合的に計画することが重要である。
　先行事例については、地域の実情に応じ十分な期間を確保し検討を行っている。ここでは、以下の 
とおり先行事例における設置のきっかけ、検討体制、整備手法等（表1参照）の違いを踏まえ、6校を 
取り上げ構想段階から整備段階までの流れを比較（表2）し、その傾向について整理する。
　◯1 設置者の方針、全市で小中一貫教育を導入：府中学園
　◯2 設置者の方針、施設整備前から小中一貫教育の取組を実施：飛島学園
　◯3 新興住宅地での新設、児童生徒増加への対応：はるひ野小中学校
　◯4 地域住民等からの要請、少子化等への対応：湖南小中学校、京都大原学院、東山泉小中学校

【2】構想段階から整備段階までの流れ

府中学園 飛島学園 はるひ野小中学校
経緯 行程 経緯 行程 経緯 行程

開始

平成15年  
・ 義務教育改革ビジョン「フレッシュアップ計画
マスタープラン」策定
平成15年6月  
・議会で小中一体型校舎建設を表明
平成15年9月  
・ 議会で平成20年度に市内全小・中学校で 
｢小中一貫教育｣を導入することを表明

構
想

平成15年10月 
・学校施設等検討委員会の設置 構

想
平成14年 
・小学校と中学校を新設することを決定
平成15年 
・小・中学校予定地・合築を決定 
・平成20年度の開校を決定

構
想

1年

平成16年 
・小中一貫教育試行開始

平成16年10月 
  ・小中一貫教育研究会・教育特区研究会設置
平成17年3月 
・用地取得委員会の設置

平成16年 
・基本構想策定 
・PFI導入可能性調査実施

計
画

2年

平成17年 
・「府中市小中一貫教育構想図」策定 設

計
平成17年10月 
・小・中学校合同の研究組織の設置

平成17年 
・基本計画策定 
・PFI法に基づく実施方針公表

3年

平成18年 
・「府中市小中一貫教育推進プラン」策定

平成18年4月 
・小中一貫教育の実施
平成18年10月 
・小中一貫校建設委員会の設置

計
画

平成18年 
・用地の取得について市議会で議決 
・PFI業者を決定 
・実施設計終了 
・着工

設
計

工
事

4年

・開校準備委員会（村・学校）で新校舎の構想 設
計

平成19年 
・施設引渡し

工
事

5年

平成20年 
・全市において小中一貫教育完全実施 
・府中学園開校（市内初の小中一体型校舎）

・開校準備委員会（校内）の設置 平成20年 
・はるひ野小中学校開校

工
事

6年

平成21年 
・学校名、校訓、学園章、学園歌制定
平成21年12月 
・移転
平成22年1月 
・3学期から仮開校

7年
平成22年4月 
・飛島学園開校

8年

9年
10年

11年 平成26年 
・校舎増築・改修（児童生徒数増加への対応）

表2　構想段階から整備段階までの流れの比較
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湖南小中学校 京都大原学院 東山泉小中学校
経緯 行程 経緯 行程 経緯 行程

開始

平成11年 
  ・「湖南地区小学校の統合を促進する会」発足 構

想
平成18年 
・小中合同運動会・文化祭の実施 
・小中合同研修会の実施 
・田原小中学校へ視察 

構
想

平成18年  
・ 一橋、月輪、今熊野の3小学校PTAに｢小規模
校問題検討委員会｣が設置され検討が始まる

構
想

1年

平成12年10月  
・  湖南地区小学校の統合を促進する会及び
各小学校区住民へ対し統合の構想について
提案

平成19年 
学校運営協議会発足 
・小中合同会議・研修会等の設置・開催 
・小中一貫教育の意義と課題について研修 
・｢目指す子ども像｣の検討・決定 
・小中一貫校要望書を教育長に提出

平成19年  
・ PTA学習会として京都御池中（御所南小・
高倉小）を見学

2年

平成13年3月  
・ 湖南地区小学校の統合を促進する会から
小中一貫教育、建設場所、通学方法について
要望書が提出
平成13年7月  
  ・建設候補地について、地区住民と協議を行う
平成14年2月  
  ・ 有識者等による「小中学校の連携による教育
基本計画検討委員会」を実施し提言を受ける

平成20年 
・標準服検討委員会の設立 
・小中一貫推進委員会の設立 
・小中合同学力向上委員会の設立

平成20年  
・3小学校PTAで｢小規模校問題学習会｣開催
・ 3小のPTA総会で｢小中一貫校（施設一体
型）の新設を目指した学校統合の早期実現｣
が決議され、地元へ検討を要請

3年

平成14年5月  
・ （仮称）郡山市立湖南小学校統合に係る教育
基本方針を作成
平成14年6月  
 ・ 地区住民、各小中学校へ教育基本方針を説明 
地区住民説明会実施（3回）
平成14年7月  
・校舎・屋内運動場の実施設計委託

設
計

平成21年 
・玄関新設、小中合同職員室の改築等 
・京都大原学院開校

工
事
平成21年  
・ 地元、PTA、学校代表からなる｢東山南小中
学校統合協議会｣発足
・ 第3回統合協議会で｢4小中学校統合、一
橋小敷地に新校舎建設、月輪中も活用した
施設併用型小中一貫校の創設｣について
合意、要望書を地元から教育委員会に提出

4年

平成15年7月 
・校舎建設着手
平成15年11月 
・屋内プール実施設計 
・地区住民説明会実施（1回）

工
事

平成22年  
・ 教育委員会内に｢東山区南部小中一貫校
開設準備室｣設置
・新校舎建設WS（年内に第4回まで開催）
・ 第5回統合協議会で｢5・4制小中一貫校（施設併
用型）｣の新設を目指すことを改めて確認し合意
・地元住民から新校名案公募

5年

平成16年6月 
・屋内運動場、屋内プール建設工事着手 
・地区住民説明会実施（3回）

平成23年  
・一橋小を元貞教小に移転  
・ 新校名地元案｢東山泉｣選定、教育委員会
に要望書提出、市会本会議で可決され、正式
名称として決定
・4小中学校で保護者説明会実施  
・ 保護者へ標準服デザインアンケート、中学
校給食試食会

設
計
工
事

6年

平成17年4月  
・湖南小中学校開校 
・小中一貫教育を開始

平成24年 
・4小中学校合同夏期研修会実施 
・新校舎建設工事起工式 
・標準服導入決定 
・通学路検討委員会（年内に第2回まで開催） 
・校章、校歌選定

7年
平成25年 
・西学舎、東学舎工事完了 
・4～6年生に東山泉小中学校について説明 
・通学リハーサル

8年 平成26年4月 
・東山泉小中学校開校

9年
10年

11年

　表2のとおり構想の検討開始から開校するまでに要した年数は概ね5年となっている。その大半は、小中一貫教育や施設整備等に
関する構想についての検討期間となっている。

構想段階から整備段階までの期間

　設置者の方針に基づき、計画的に全域で小中一貫教育に取り組む地域もある。先行事例として紹介する広島県府中市において
は、平成15年に市議会において市内全小・中学校において小中一貫教育を導入することを表明。試行的な期間を経て、平成20年
に全国に先駆けて市内全ての中学校区において小中一貫教育を実施している。

設置者の方針に基づく取組
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　小中一貫教育に適した学校施設については、9年間の教育目標や教育課程を踏まえ、9年間一貫性の
ある教育活動を含めた学校運営ができる施設環境を確保すると同時に、地域ぐるみで子供たちの学び
を支える場としての施設環境を確保することが重要である。地域の実情や各学校の特色ある教育課程
等に十分考慮して、画一的な計画・設計とならないよう留意が必要である。

　ここでは、文科省実態調査や各校の公表資料を基に、先行事例における計画・設計の前提となる 
教育課程・運営状況等について比較（表3）し、その傾向について整理する。

【1】教育課程・運営状況等の概要

湖南小中学校 春日学園 荏原平塚学園 はるひ野小中学校 飛島学園

1．教育目標

9年間の教育方針・教育目標

ともに生き 未来を創る  
たくましい湖南の子

未来を拓き、社会に貢献
できる人材の育成

・「好学/まなぶ」：学習に熱心 
 に取り組み、自らの進路を決 
 定できる
・「誠意/つくす」：万人に真心 
 を尽くし、良好な人間関係を 
 つくる
・「鍛錬/きたえる」：自らの心身 
 を鍛え、最後までやり遂げる 
 強い意志と忍耐力をもつ

知力：楽しく遊ぼう
心情：助け合おう
体力：明るく生活しよう
小中連携： 誰とでも仲良く 

しよう

・ 児童生徒のすぐれた個性
を伸ばし、「知・徳・体」の
調和のとれた人間形成を
図る
・ 一人一人が確かな学力を 
身につけ、生涯にわたって 
自ら学び続けようとする 
態度を養う など

学年段階の区切りごとの
方針・目標

［1～4学年］
学習や、生活集団に必要
な基礎・基本を身につける

［1～4学年］
学ぶ楽しさを知り、学んだ
ことを生活に生かす

［5～7学年］
自ら学ぶ習慣や、良好な人間
関係を築く力を見につける

［5～7学年］
主体的な学びを、場面や
状況に応じて活用する

［8・9学年］
進路決定に向け、自律と
自立に基づいた、行動・ 
言動を身につける

［8・9学年］
広い視野をもち、確かな 
未来を切り拓く

2．教育課程

学年段階の区切りの設定 6-3 4-3-2 4-3-2 4-3-2 4-3-2

小学校段階において
「教科担任制」実施の有無 ● ● ● ● ●

「乗り入れ授業」実施の有無
（中学校教員が小学校で実施） ● ● ● ● ●

「乗り入れ授業」実施の有無
（小学校教員が中学校で実施） ● ●

授業の1単位時間 ［1～9学年］　45分 ［1～6学年］　45分
［7～9学年］　50分

［1～4学年］　45分
［5～9学年］　50分※

※第5学年後期から50分に移行

［1～4学年］　45分
［5～9学年］　50分

［1～4学年］　45分
［5～9学年］　50分

「教科教室型」導入の有無 ●

3．運営状況

校長 1人 1人 1人 小：1
中：1

小：1
中：1

副校長・教頭 小：1
中：1

小：1
中：1

小：1
中：2

小：1
中：1

小：1
中：1

職員室の一体化 ● ● ● ● ●

4．その他
域内の小中一貫教育
実施状況 1割以下 全域 全域 1割以下 全域

「学校選択制」導入の有無 ●

施設形態 施設一体型 施設一体型 施設一体型 施設一体型 施設一体型

「学校運営協議会」導入の
有無

表3　教育課程・運営状況等の比較

2 計画・設計の前提となる教育課程・運営状況
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京都大原学院 京都教育大学附属
京都小中学校 府中学園 奈留小中学校 東山泉小中学校 府南学園

大原のゆとりある心を自信を
持って伝えられる子に！

自らの将来展望を切り開い
ていく能力を身につけ、21
世紀をリードする生徒を育成
する

時を守り、場を清め、礼節を
重んずる学校

自ら学び、自ら生き方を切り
拓き夢を実現する児童生徒
の育成

意欲をもって学び、自らの将来 
を拓く児童・生徒の育成

希望に向かい、かかわり合い
の中で助け合い、頑張り合う
元気いっぱいの府南っ子の
育成

［1～4学年］
基礎学力の確実な定着

［1～4学年］
基礎・基本の定着

［小学部］
豊かな心を持ち、たくましく 
生きる児童の育成

［1～5学年］
すすんで学ぶ子ども
よく考える子ども
ゆめを話すことができる子ども［5～7学年］

基礎基本の徹底と学習の
自立

［5～7学年］
学力の定着

［中学部］
豊かな心を持ち、主体的に
自己形成を図る生徒の育成

［6～9学年］
自ら学び、
将来を拓く力を持って、
夢と目標を語ることができる
子ども

［8・9学年］
自学自習の定着と進路実現 
への総仕上げ

［8・9学年］
個性・能力の伸張

4-3-2 4-3-2 6-3 4-3-2 5-4 6-3

● ● ● ●

● ● ● ● ● ●

● ●※

※高校教員による乗り入れ授業 ●

［1～4学年］　45分
［5～9学年］　50分

［1～4学年］　45分
［5～9学年］　50分

［1～6学年］　45分
［7～9学年］　50分

［1～6学年］　45分
［7～9学年］　50分

［1～5学年］　45分
［6～9学年］　50分

［1～6学年］　45分
［7～9学年］　50分

● ●

1人 1人 1人 1人 1人 小：4
中：1

小：1
中：1

小：2
中：2

小：1
中：1

小：1
中：1

小：2
中：1

小：4
中：1

● ● ●

全域 ̶ 全域 1割以下 全域 全域

̶

施設一体型 施設一体型 施設一体型 施設一体型 施設分離型
（1小＋1中）

施設分離型
（4小＋1中）

● ●

【凡例】　●：該当有、　未記入：該当無

　9年間を一まとまりと捉えた教育目標を設定し、小中一貫教育の取組の中核である9年間の系統性や連続性を確保したカリキュラ
ムを編成・実施している。

9年間一貫した目標設定

　一貫教育を進める上で、小学校高学年において一部教科担任制の実施や乗り入れ授業の実施等、小・中学校段階間の接続の 
円滑化に資するカリキュラム編成上の工夫が行われている。

小・中学校段階間の接続の円滑化

　保護者、地域住民と教職員とが、学校の教育目標や、学校・子供が抱える課題やその解決策等を9年間を見通して共有し、より 
広い地域からの組織的・継続的な学校支援体制を整える観点から、小中一貫教育と学校運営協議会を有機的に組み合わせて取り
組んでいる学校もある。

学校運営協議会の導入
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目
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目
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16：00

　特別教室などの学習関係諸室を共同利用することは、授業や学校行事等を通じた教科指導の連携
や異学年交流の充実等が進み、小中一貫教育の取組の高度化が期待できる。共同利用を計画する際に
は、授業開始時間を揃えるなどの時間割の工夫、施設の使用調整、チャイムの設定方法等の運営面と合
わせて検討することが重要である。
　ここでは、施設一体型の先行事例における時程の編成状況について、授業の1単位時間や開始時間
等に着目して3つに分類し、傾向について整理する。

【2】時程の編成状況
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南
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1年
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学
活
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食
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目
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2年
3年
4年
5年
6年
7年
8年
9年
・ 1～9学年（45分授業）　　・ 小：ノーチャイム、中：チャイム有り　　・ 授業の1単位時間を統一　　
・ 朝の時間と放課後の30分間の習熟時間（半年で142日）を実施して補っている。
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学
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朝
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朝
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限
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分 限

目
15
分 限

目

給
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分

昼
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掃 限
目
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分 限

目

帰
り
の
会

　授業の1単位時間を45分に統一している。中学校の各教科などの年間授業時数は、朝学習と金曜日の6限以後に30分の授業を行い
補っている。授業の開始時間を合わせることで乗り入れ授業や特別教室などの共同利用を行えるようにしている。

◯1  授業の1単位時間を統一

　休憩時間などを調整し、授業開始時間を1日の中で複数統一することにより、乗り入れ授業や特別教室などの共同利用を行いやすく
している。また、授業以外においても異学年交流が可能となるよう昼休み・清掃時間も統一している。

◯2  授業、昼休み、清掃の開始時間の統一

春
日
学
園

1年
2年
3年
4年
5年
6年
7年
8年
9年

・ 1～6学年（45分授業）/7～9学年（50分授業）　　・ ノーチャイム

飛
島
学
園

1年
2年
3年
4年
5年
6年
7年
8年
9年

・ 1～4学年（45分授業）/5～9学年（50分授業）　　・ ノーチャイム　　・ 2、3、4、5、6限目の授業開始時間を休み時間で調整している

府
中
学
園

1年
2年
3年
4年
5年
6年
7年
8年
9年

・ 1～6学年（45分授業）/7～9学年（50分授業）　　

3015 45 3015 45 3015 45 3015 45 3015 45 3015 45 3015 45 3015 45 15

3015 45 3015 45 3015 45 3015 45 3015 45 3015 45 3015 45 3015 45 15

3015 45 3015 45 3015 45 3015 45 3015 45 3015 45 3015 45 3015 45 15

3015 45 3015 45 3015 45 3015 45 3015 45 3015 45 3015 45 3015 45 15
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16：0015：0014：0013：0012：0011：0010：009：008：00

朝
学
習
・

朝
学
活

限
目

10
分 限

目
20分 限

目
10
分 限

目
給
食

70
分

清
掃

昼
学
習

限
目

10
分 限

目

終
学
活

朝
学
習
・

朝
学
活

限
目

10
分 限

目
10
分 限

目
10
分 限

目
給
食

50
分

昼
学
習

清
掃 限

目
10
分 限

目

終
学
活

15：0014：0013：0012：0011：0010：009：008：00

朝
学
習
・

朝
学
活

限
目

10
分 限

目
15
分 限

目
10
分 限

目

給
食

45
分

昼
休
み

45
分

清
掃
/
英
語
/
運
動

限
目

10
分 限

目

終
わ
り
の
会

朝
学
習
・

朝
学
活

限
目

10
分 限

目
10
分 限

目
10
分 限

目

給
食

30
分

昼
休
み

45
分

清
掃
/
英
語

/
運
動 限

目
10
分 限

目

終
わ
り
の
会

16：00

15：0014：0013：0012：0011：0010：009：008：00

朝
礼 限

目
8
分 限

目
16
分 限

目
8
分 限

目

昼
休
み

60
分
※

限
目

8
分 限

目
終
礼

清
掃

朝
の
会

限
目

5
分 限

目
20
分 限

目
5
分 限

目

給
食

45
分

昼
休
み

20
分 清

掃 限
目

限
目

16：00

朝
学
習
・

朝
の
会
等

限
目

5
分 限

目
25
分 限

目
5
分 限

目
給
食

45
分

清
掃

昼
休
み
10
分

限
目

限
目

帰
り
の
会

朝
学
習
・

朝
の
会
等

限
目

10
分 限

目
10
分 限

目
10
分 限

目

給
食
※

30
分

昼
休
み

25
分 限

目
10
分 限

目
清
掃

帰
り
学
活

学
活
朝
読
書

限
目

10
分 限

目
10
分 限

目
10
分 限

目

給
食

30
分

昼
休
み

20
分

昼
学
習

限
目

10
分 限

目

帰
り
の
学
活

朝
読
書・学
活

朝
礼
・
集
会

限
目

5
分 限

目
25
分 限

目
5
分 限

目
給
食

45
分

昼
休
み

20
分

清
掃 限

目
5
分 限

目

帰
り
の
学
活

　休憩時間などを調整し、授業開始時間を合わせることにより、乗り入れ授業や特別教室などの共同利用ができる時間帯を設けて 
いる。

◯3  授業開始時間の統一

京
都
小
中
学
校

京
都
教
育
大
学
附
属

1年
2年
3年
4年
5年
6年
7年
8年
9年

・ 1～4学年（45分授業）/5～9学年（50分授業）　　
・ 中・高等部（5～9年）の時程を8分刻み（休み時間8分、中間休み16分）とし、初等部（1～4年）との時間差を解消（3限目の開始時刻がそろい、2、6限目の開始時刻は1分違い）
※5年生以上の昼食は業者配送方式（詳細はP.78参照）

京
都
大
原
学
院

1年
2年
3年
4年
5年
6年
7年
8年
9年

・ 1～4学年（45分授業）/5～9学年（50分授業）　　

奈
留
小
中
学
校

1年
2年
3年
4年
5年
6年
7年
8年
9年

・ 1～6学年（45分授業）/7～9学年（50分授業）　　

荏
原
平
塚
学
園

1年
2年
3年
4年
5年
前期
5年
後期
6年
7年
8年
9年

・ 1～4学年、5学年前期（45分授業）/5学年後期～9学年（50分授業）　　

は
る
ひ
野
小
中
学
校

1年
2年
3年
4年
5年
6年
7年
8年
9年

・ 1～4学年（45分授業）/5～9学年（50分授業） ・ ノーチャイム ・ 月曜日の朝会時のみ8：20までに登校（8：20より朝会） ※給食は6年生まで実施、7年生以上はランチサービス（希望制）

3015 45 3015 45 3015 45 3015 45 3015 45 3015 45 3015 45 3015 45 15

3015 45 3015 45 3015 45 3015 45 3015 45 3015 45 3015 45 3015 45 15
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　小中一貫教育に取り組む学校の計画・設計に当たっては、 9年間の部活動、学校行事を含めた教育
活動、学校開放での諸活動を具体的に想定し、規模や配置等を検討することが重要である。
　ここでは、先行事例において小・中学校合同で実施されている式典や行事等の実施状況について 
比較（表4）し、その傾向について整理する。

【3】小・中学校合同で実施される学校行事等の概要

湖南小中学校 春日学園 荏原平塚学園 はるひ野小中学校 飛島学園

1.児童生徒数 205人 1464人 537人 1388人 377人

2.施設形態 施設一体型 施設一体型 施設一体型 施設一体型 施設一体型

3.学年段階の区切りの設定 6-3 4-3-2 4-3-2 4-3-2 4-3-2

4.式典

入学式 ● ● ● ●

卒業式 ● ●

始業式・終業式 ● ● ● ● ●
（1学期始業式のみ）

学年段階の区切りを
意識させる取組

［4年生］
・1/2成人コンサート
［6年生］
・中学生の卒業式に参加

［4年生］
・1/2成人式
・前期ブロック修了証授与
［7年生］
・ 立志登山、立志宣言文
（中期ブロックの最高学
年としての決意）

［1・7年生］
・新入生を迎える会
［4年生］
・立志式
［6年生］
・小学校課程修了式

［4年生］
・1/2成人式
［5～7年生］
・キャリア教育報告会

5．行事

運動会 ● ［1～4年生］
［5～9年生］

［1～6年生］
［7～9年生］ ● ●

文化祭 ● ● ● ［1～4年生］
［5～9年生］

避難訓練等 ● ● ● ● ●

集会 ●
（一部） ● ● ●

（週により合同・別々あり）

異学年合同で実施
される行事

・部活動の選手壮行会
・芋煮会 等

・合唱祭
・ブロック集会
・ 電子黒板を使用した全校 
プレゼンテーションコンテスト

・学習成果発表会
・異学年交流行事発表会
・ 入学式：6・9年生がお手
伝い
・ 小学生スポーツテスト：中
学生がお手伝い

・合唱祭
・弁論大会
・青空昼食

・ ペア学年交流会  
（1・9年生、2・8年生、3・
7年生）

6．諸活動

清掃 （実施時間は統一） ●
［1～6年生］
・縦割り掃除
［7～9年生］
・学級ごと

部活動
［7年生以上］ ［6年生以上］ ［5年生以上］ ［5～6年生］

・ジュニアクラブ
［7～9年生］
・部活動

［7年生以上］

児童生徒会

［4～6年生］
・児童会
［7～9年生］
・生徒会

［5年生以上］ ［5年生以上］ ［1～6年生］
・計画委員会
［7～9年生］
・生徒会

［1～6年生］
・児童会
［7～9年生］
・生徒会
［全学年］
・学園生徒会 等

7．昼食

給食の実施状況

［1～9年生］
・ 給食（学校給食料理員に
よる運営（単独校方式））

［1～9年生］
・  給食（給食センター方式
（各階に配膳室））

［1～9年生］
・給食（自校調理）

［1～6年生］
・ 給食（学校給食料理員に
よる運営）
［7～9年生］
・ランチサービス（希望制）

［1～9年生］
・ 給食（調理員からカウンター
越しに直接受け取るカフェ
テリア方式）

場所

［1～6年生］
・ランチルーム（180席）
［7～9年生］
・各教室又はランチルーム

［1～9年生］
・各教室

［1～9年生］
・ 各教室又はランチルーム 
（5階 ホール）

［1～6年生］
・各教室
［7年生］
・ランチルーム（3階）
［8・9年生］
・ランチルーム（1階）

［1～9年生］
・ ランチルーム（1階 ふれあい
ホール 400席）

表4　小・中学校合同で実施される学校行事・諸活動の比較
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　学年段階の区切りを意識させる儀式的行事や文化的行事等を行い、学年段階の節目を活用して意図的に成長を促す教育活
動を充実させている。

学年段階の区切りに対応した取組の充実

　小・中学校合同での清掃活動や小学校高学年における部活動の実施、ランチルームにおいて異学年と交流しながらの食事等、
授業以外においても異学年交流の充実に取り組み、小・中学校段階間の接続の円滑化を図っている。

小・中学校段階間の接続の円滑化

京都大原学院 京都教育大学附属
京都小中学校 府中学園 奈留小中学校 東山泉小中学校 府南学園

78人 896人 1008人 86人 695人 1337人

施設一体型 施設一体型 施設一体型 施設一体型 施設分離型
（1小+1中）

施設分離型
（4小+1中）

4-3-2 4-3-2 6-3 4-3-2 5-4 6-3

● ● ●

● ● ● ●
（5年生参加）

● ● ●

［6年生］
・ 小学校課程の修了証書を
渡す立志式
［7年生］
・生徒手帳交付式
［5・8年生］
・年度初めにブロック進級式

・ 初等部、中等部、高等部それ
ぞれのアルバムを作成

［7年生］
・中学入学時に集団宿泊研修

［6年生］
・ ステージ進級式（東学舎に
迎える）
・小学校課程修了式

・学年末の修了式

● ● ● ●

● ● ●
（6年生が部分参加）

●
（5・6年生交流）

● 同一日に実施 ● ●

●
（毎月）

［全学年］
・縦割り清掃
・1年生を迎える会
・9年生を送る会
・異学年授業 等
［1～4年生］
・ブロック学習
［5～9年生］
・児童生徒会活動

［全学年］
・ 対面式、9年生を送る会、
附属フェスティバル
［1～6年生］
・縦割り活動（動物園遠足）
［5～7年生］
・ 総合学習、水泳大会、マラ
ソン大会
［5～9年生］
・合唱コンクール、球技大会 等

・小中合同演奏会（学期1回）・遠足
・音楽祭
・かるた百人一首大会
・ 集会（前期集会、中期集
会、後期集会）

・ 夏季休業中に小中合同 
 リーダー研修（児童会・生徒
会合同）を実施

● （開始時間は統一）

［5年生以上］ ［7年生以上］ ［7年生以上］ ［7年生以上］ ［6年生以上］ ［7年生以上］

［5年生以上］ ［5年生以上］ ［4～6年生］
・児童会
［7～9年生］
・生徒会

［6年生以上］ ［4～6年生］
・児童会
［7～9年生］
・生徒会

［1～9年生］
・ 給食（学校給食料理員に
よる運営（単独校方式））

［1～4年生］
・校内調理方式（配膳給食）
［5～7年生］
・ 業者配送方式（一部配膳給食）
［8・9年生］
・ 業者配送弁当方式（希望者 

 申込制）

［1～9年生］
・給食（給食センター方式）

［1～9年生］
・給食

［1～6年生］
・ 自校調理（6年生分は東校舎
へ運搬）
［7～9年生］
・選択制業者委託弁当方式

［1～9年生］
・給食（給食センター方式）

［1～9年生］
・ ランチルーム（東館1階 30席）

［1～4年生］
・ 各教室又はランチルーム
（西エリア）
［5～7年生］
・各教室
［8・9年生］
・ランチルーム（東エリア）

［1～9年生］
・各教室

［1～9年生］
・各教室

［1～9年生］
・ 各教室又はランチルーム
（西学舎1階）

［1～9年生］
・各教室

【凡例】　●：合同実施、　未記入：別々で実施
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